
鹿児島県　グループホームことぶき太陽の家

事業所名

作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 35

防災対策に関して、
火災中心の対策や計
画及び実施になって
おり、地震や風水害
の対策や計画及び訓
練の実施が課題。

○避難方法を全職員で
共有できるようにし地
域住民の方にも協力・
協働して行える連携力
のさらなる強化。
○時期に合わせた対策
や訓練実施計画を立策
し実施する。

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。

グループホームことぶき太陽の家

平成　２９　年　１１月　２９日

２　  目  標  達  成  計  画

注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

○認知症の原因疾患、中核
症状、BPSDの種類と特徴、
関連する要因の基礎知識、
原因疾患別に関連する特徴
等について、計画的、実践
的に支援する。

○過去、現在の生活状況
（生活史）、BPSDの種類、
程度の評価の視点や発症時
の表情、行動、発言、状
態、周囲の環境等、他の高
齢者、家族、スタッフなど
との人間関係状態、個々の
人間関係の特徴について把
握し支援する。

目　　　　標

地震・火災・風災害に備え
た対策や訓練を計画し実施
する。

目標達成に
要する期間

１年

②認知症の原因疾患
別の特徴、ＢＰＳＤ
を踏まえた支援、ま
たパーソンセンター
ド・ケア理念を理解
したうえで専門性を
駆使したケアの実践
が課題。

※詳細は、別紙（認知
症ケア計画書）にて、
課題、目標、具体的な
取り組みについて、
チームとして計画し目
標達成に取り組む。

①業務優先のケアを
行っている現状があ
り、本人の日々の生
活のリズムや意向な
どを考慮し、その人
らしい暮らしを専門
的に支援することが
課題。

○業務中心ではなく入居者
の方が１日どのように暮ら
したいか？何をしたいか充
実した１日を過ごして頂く
様に支援する。

○本人の希望を聞き個
別のリハビリや外出
（買物・家族とのお出
け・ドライブなど）を
計画し取り組む。

2 38 １年

特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームことぶき太陽の家 別紙

優先順位 期間 頻度課題 目標 具体的方法

認
知
症
ケ
ア
の
知
識

○認知症の基礎知識、原因疾患の種類、
特徴・中核症状等認知症に関する基礎知
識：４大認知症、記憶障害、見当識障害、
失認、失行、実行機能障害、中核症状の
生活への影響についての知識量の不足な
点。
〇BPSDの定義、種類、特徴、関連する要
因、種類：定義・意味、行動症状、心理症
状、認知機能障害への影響についての知
識量の不足な点。
○チームや各スタッフの基礎的知識量の
不足が課題。

1

○認知症の基礎知識、中核症状等認知症
に関する基礎知識、４大認知症、記憶障
害、見当識障害、失認、失行、実行機能障
害、中核症状の生活への影響、BPSDの
定義、種類、特徴、関連する要因、種類：
定義・意味、行動症状、心理症状、認知機
能障害への影響について知識習得が目
標。

1年間

○実践者研修資料、認知症実践者テキス
ト、認知症サポーター養成講座資料に基
づき解説を行い、自己学習を促す。
〇レポート提出させ個別指導する。
〇OFF－JTへの参加促し、参加させレ
ポート提出させ、参加資料等を基に個別
指導する。
〇一緒にケアに入りながら面接、観察、質
問、振り返り、コーチング、ティーチング等
OJTを日常的に行い繰り返し行う。

適宜

適宜
適宜

勤務日又
は適宜

ア
セ
ス
メ
ン
ト

〇入居者のBPSDに影響する認知機能障
害とはなにか、またどのように影響してい
るかの理解不足。
〇入居者のBPSDに影響してる要因の関
連性、心理状態との関連性についての理
解不足。
〇入居者の過去・現在の生活状況の把握
していない点。
〇入居者の個別特徴や性格、行動、表情
生活スタイル、ADL、趣味、嗜好など把握
していない点が課題。

2

〇入居者のBPSDの種類、程度、個別特
徴や性格、生活スタイル、ADL、趣味、嗜
好など把握する必要性の理解し、発症時
の表情、行動、発言を観察、評価する視点
の理解と情報収集の方法、整理、実践へ
結びつけることが目標。
　①情報収集、アセスメントの方法を知る。
　②情報の必要性、重要性を理解する。
　③情報をもとにケアの実践に結び付け
る。

１年間

〇一緒にケアに入りながら面接、観察、質
問、振り返り、コーチング、ティーチング、
OJTを日常的に行い繰り返し行う。
〇一緒にケアに入りながらアセスメントを
行い、入居者の症状、BPSDと照らし合わ
せて考察する。
　　ⅰ）一緒に情報集を行い、アセスメン
　　　　トシートへ記入する。
　　ⅱ）情報の整理。
　　ⅲ）実践の場面、介護場面での指導、
　　　　助言。
　　ⅳ）自分で考えさせ実施する。
　　ⅶ）評価を行い、助言・指導する。
　　ⅷ）振り返りを行い確認させる。
　　ⅸ）ⅵ）、ⅶ）の指導、ⅸ）を日常的に繰
り返 す。

勤務日又
は適宜

勤務日又
は適宜

〇BPSDの症状や重症度、入居者の状態
に関する評価の必要性、アセスメント、評
価内容や評価方法に課題があるため、わ
かりやすく具体的に評価の視点と評価方
法について、チームで把握し評価すること
が目標。

1年間

〇一緒にケアに入りながら面接、観察、質
問、振り返り、コーチング、ティーチング、
OJTを日常的に行い繰り返し行う。
　ⅰ）評価結果をフィードバックし課題に
　　　ついて自覚させる。
　ⅱ）教材や研修資料、視聴覚教材・資
　　　料等を使用し課題に関する方法を
　　　解説する。
　ⅲ）実際にリーダーが実施し観察させ
る。
　ⅳ）実施した方法について解説する。
　ⅴ）見守りをおこない同じ方法を実践さ
　　　 せ評価、助言を行う。
　ⅵ）自分で考えさせ実施する。
　ⅶ）評価を行い、助言・指導する。
　ⅷ）振り返りを行い確認させる。
　ⅸ）ⅵ）、ⅶ）の指導、ⅸ）を日常的に繰り
　　　返す。
〇OFF－JTへの参加促し、参加させレ
ポート提出させ、参加資料等を基に個別
指導する。

勤務日又
は適宜

適宜

介
護
方
法

・入居者への関わりについて、介護場面を
観察し評価した。
〇会話の工夫、気持ちや状況に合わせて
の声かけ・言葉かけ（さりげなく、時間や場
所、話題、賞賛、タイミング、声のトーン、
口調、パターン、目線、状態や状況に応じ
た付き添いなど）、非言語的コミュニケー
ション、スキンシップ、アイコンタクトが入居
者の特性等を考慮していない点。
〇他の入居者、家族、スタッフとの関係状
態に応じた調整方法について理解、把握
できていない点。
〇基本的な介護技術の習得を含めた介護
方法の知識量と理解量不足が課題。

3

〇基本的な介護技術の習得を含めた介護
方法の知識量と理解量の向上を図り、
パーソンセンタードケアの理念の理解を図
る。
〇入居者への関わりやコニュニケーション
方法が主観の押し付けや一方的であった
りするため、入居者の特性に応じた介護
方法の向上とそれを広げることができ、
BPSDに対する正しいアプローチができる
ように指導することが目標。

1年間

〇一緒にケアに入りながら面接、観察、質
問、振り返り、コーチング、ティーチング、
OJTを日常的に行い繰り返し指導する。
　ⅰ）評価結果をフィードバックし課題に
　　　ついて自覚させる。
　ⅱ）教材や研修資料、視聴覚教材・資
　　　料等を使用し課題に関する方法を
　　　解説する。
　ⅲ）実際にリーダーが実施し観察させ
る。
　ⅳ）実施した方法について解説する。
　ⅴ）見守りをおこない同じ方法を実践さ
　　　 せ評価、助言を行う。
　ⅵ）自分で考えさせ実施する。
　ⅶ）評価を行い、助言・指導する。
　ⅷ）振り返りを行い確認させる。
　ⅸ）ⅵ）、ⅶ）の指導、ⅸ）を日常的に繰り
　　　返す。
〇OFF－JTへの参加促し、参加させレ
ポート提出させ、参加資料等を基に個別
指導する。

【実施上の留意事項】

○本人の特性を勘案・考慮し指導計画及び助言・指導実施すること。
○個人の尊厳に充分配慮し　適宜、助言・指導実施すること。
○各領域の課題について本人に自覚させ、わかりやすい言葉、教材、資料等使用すること。
○助言・指導にあたり、適宜一緒にケアに入り面接、観察、質問、OJT、振り返りを日常的に繰り返し行い指導するこ
と。
〇全般的な基本知識について自己学習と研修による講義演習、面接、質問、助言・指導などによる評価を繰り返し、基
本知識や基本技術の理解による基本能力の定着を図ること。

【別　　紙】 ２　　目　標　達　成　計　画
事 業 所 名　　　　　　グループホームことぶき太陽の家　　

作　成　日　　　　　　平成２９年　１１月　２９日　　　　　　　　

勤務日又
は適宜

適宜

介
護
評
価

〇入居者のBPSD頻度や発症要因に関す
る要因について、大声を出したりウロウロ
したり落ち着かい様子などを確認している
が、回数や時間帯、タイミングなどの詳細
情報を客観的に捉え記録にしていない
点、
〇入居者のBPSDの要因改善に関する再
アセスメントについて、入居者の心理状態
の変化について「気づき」などみられるが、
要因のアセスメントがあいまいなため評価
できていない点、
〇入居者の生活状況や質の変化等につ
いて、「なんとなく」などの気づきはみられ
るが客観的に記録としてされていない点が
課題。

4

特定非営利活動法人　福祉２１かごしま


